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まちの話題を紹介します

フォトニュース
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文化財を体感する祭り
　郷土館に親しみを持ってほしいという思いから、毎年行っ
ている「郷土館まつり」。10 月に改装を終えたばかりの旧平
賀邸前では、東谷中学校吹奏楽部が昭和の名曲などを演奏し、
来場者を出迎えました。旧平安邸では大阪大学の学生たちが
アカペラコンサートや落語を行い、アトリエ平通では芳川紙
業がクリスマスの飾りを作るワークショップを開催。約 750
人が同館を訪れ、ゆったりとした時間を過ごしていました。

郷土館まつりでコンサートやグルメを楽しむ
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30 周年を祝う太鼓
　清和台地区コミュニティ推進協議会が主催する文化祭が、
清和台南小学校で開催されました。30 回目を記念し、猪名
川源流太鼓を披露。訪れた親子連れなどは、迫力ある演奏に
拍手を送っていました。

清和台で文化祭・PTA 祭を開催
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医療と介護の連携へ
　市介護保険サービス協会がアステホールで「医療・介護連
携懇親会」を開催しました。医療関係者と介護関係者が出席
し、それぞれの課題や方向性を共有。高齢者などへ快適なサ
ポートを提供するための対話が行われました。

「医療・介護連携懇親会」に 88人が出席
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音楽と灯りの競演
　キセラ川西せせらぎ公園と市役所南広場で「かわにし音灯

あか

り」を開催。屋台の出店やライブ演奏などが行われました。
夜には市民の皆さんが描いたキャンドルシェード約１万基に
光がともされ、来場者は楽しそうに写真撮影をしていました。

有志の市民が企画・運営するかわにし音灯り
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東西幹線道が開通
　12 月 10 日㈰開通予定の新名神高速道路へのアクセス道路
となる県道川西インター線と、同県道につながる市道石道上
野線、町道上野６号線が全線開通。県と市、猪名川町が合同
で開通式典を開催し、付近の住民など約 1,000 人が見守りま
した。テープカットやくす玉割りなどが行われ、各市町の幼
稚園児が風船を空に放ちました。式典の後には、パトカーな
ど約 20 台の車がパレードを行いました。

県道川西インター線などの全線開通を祝う式典
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川西の魅力が集結
　秋の一大イベント「川西まつり」が、キセラ川西せせらぎ
公園で開催されました。このイベントは市商工会と JA、市
が、市内産業を PR するために開催しているもの。市内の飲
食店などのブースや地元農産物の即売ブースなどが公園内に
並び、朝から行列ができるほど。他にもプロレスパフォーマ
ンスや「はたらくクルマ・のりもの」のコーナーなどが行わ
れ、訪れた家族連れは園内を巡りながら楽しんでいました。

川西まつりに約２万 7,000 人が来場
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寒桜の出荷が最盛期
　若宮地区で寒桜の開花が始まり、出荷のピークを迎えまし
た。10 月ごろから直径１～２㌢ほどの小さな花を付け始め、
３分咲きのころに刈り取って出荷。花屋や料亭、旅館に届け
られ、迎春の生け花などに使われます。寒桜の出荷は江戸時
代から続いており、当時は自然に育ったものを刈り取ってい
ました。現在は、生花生産農家が山林で栽培して出荷してい
ます。

若宮地区で江戸時代から続く

11
13

里山アートの展覧会
　７・８月に開催された「のせでんアートライン」のワー
クショップで完成した多くの作品が、黒川公民館に展示
されました。また、新たなワークショップ「『くとぬのき』
枝を返す」やライトアップも行われ、里山にあふれるアー
トを体験するイベントとなりました。

のせでんアートラインが「収穫祭」で閉幕
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ニ
ュ
ー
ス 防災力向上に寄与

　防災力向上に功績のあった川西北小学校区自主防災会と東
谷地区自主防災会長が、市長から団体・個人で表彰されました。
また、10月22日には多田東コミュニティ自主防災会と明峰小
学校区自主防災会長が、県知事からそれぞれ表彰されました。

市内自主防災組織が市長と県知事から表彰
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